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大腸菌や枯草菌などの典型的な遊泳する棒状バクテリア集団は、排除体積により向
きを揃えるものの、個々が作る流れ場で配向秩序が不安定化する。その結果として、低
レイノルズ数であるにもかかわらず、時空カオス的に速度場が変動するアクティブ乱
流状態が通常は観察される。しかし境界が存在すると、運動が秩序化することがある。
本セミナーではまず、擬２次元に閉じ込められたバクテリア集団が長距離配向秩序を
実現することを紹介し、アクティブマターの集団運動理論との関連を説明する [1]。次
に、アクティブ乱流が周期的に配置された微細な柱の格子構造中に流れ込んだときにみ
られる、長距離の反強磁性渦秩序への自己組織化を紹介する [2]。このとき、柱がトポ
ロジカル欠陥として振舞うことが実験的にわかった。さらに境界条件を実験から推定
することで流体方程式に基づいた渦秩序の予測と一般論の構築が可能となった [3]。こ
の理論に基づき、カゴメ格子中における鏡映対称性を自発的に破った渦秩序とそれに
伴う非ゼロの循環流の自発形成を予測した。これらを実験的に実現する最近の取り組
みとその意義についても紹介する。
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